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	製品名: NBNマウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81313
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子の変異は、小頭症、成長遅延、免疫不全、および癌素因を特徴とする常染色体劣性染色体不安定性症候群であるナイメーヘン染色体切断症候群と関連しています。コードされているタンパク質は、5つのタンパク質からなるMRE11/RAD50二本鎖切断修復複合体のメンバーです。この遺伝子産物は、DNA二本鎖切断修復およびDNA損傷誘発性チェックポイント活性化に関与していると考えられています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	A549（1）、Jurkat（2）、PC-12（3）細胞溶解物に対するNBNマウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	NBNマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NBN マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NBN マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	NBN マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

